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　・訪問看護ステーション設備整備補助事業
　　　新設事業所(一部地域においてはサテライトを含む)に対する設備整備補助

　・多機能型訪問看護ステーション拠点施設整備事業
　　　24時間対応体制、地域に開かれた相談機能等を提供する拠点の整備を支援

　・小児在宅医療従事者の育成支援

■訪問看護ステーションの利用拡大や機能強化の推進

　・富山県訪問看護総合支援センター運営事業
　　　地域における訪問看護提供体制の安定化、機能強化の推進支援及び人材確保等を
　　　図るセンターの運営

　・訪問看護ステーションサポート事業
　　　各医療圏に訪問看護サポートステーションを設置し、訪問看護職員の資質向上、
　　　ネットワーク化を支援

　・医療系ショートステイ病床確保事業
　　　介護家族の緊急時等に在宅療養者が利用できる医療系ショートステイ病床の確保

　・医療・介護連携促進基盤整備事業（再掲）
　　　地域の医療・介護関係者が在宅療養者の医療・介護情報をリアルタイムに
　　　共有・活用できるＩＣＴシステム整備を支援

　・在宅人工呼吸器使用児者向け非常用電源整備事業
　　　災害発生時等に備え、人工呼吸器使用児者を診療する医療機関に対し、人工呼吸器用
　　　の非常用電源の購入・貸出しを支援

　・富山県リハビリテーション病院・こども支援センターの運営

　・地域リハビリテーション支援体制整備事業
　　　県リハビリテーション支援センター等への運営委託等

(3) 在宅医療提供体
制の整備

■在宅医療を支える体制の充実

　・富山県在宅医療支援センター運営事業
　　　在宅医療に取り組む医師の確保・養成、普及啓発等を実施するセンターの運営

　・救急医療施設等運営費（小児救急医療対策費）
　　　小児患者の保護者等向けの電話相談体制を整備

　・「上手な医療のかかり方」普及啓発キャンペーン事業
　　　かかりつけ医の積極的な利用など「上手な医療のかかり方」を県民に周知

■県立中央病院の機能強化

　・県立中央病院事業
　　　政策・高度医療の提供と医療水準向上への貢献

■地域リハビリテーション体制の充実

■医療機能情報の提供

　・医療情報システム運営費
　　　広域災害・救急医療情報システム及び医療機能情報提供システムの運営

(2)高度救急医療体
制、高度で専門的な
リハビリテーション医
療提供体制の整備

■救急医療体制の整備・充実

　・ドクターヘリの運航

　・救急医療施設等運営費（第２次～第３次救急医療対策費）
　　　休日・夜間の重症患者の診療を確保するための体制整備に対する支援等

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

安心とやま 4　質の高い救急医療・リハビリ医療・在宅医療等の提供体制の充実

高度急性期、急性期、回復期、慢性期、在宅医療に至るまでの一連のサービスを切れ目なく
提供する体制が構築され、すべての県民が必要なときに安心して質の高い患者本位の必要
な医療を受けることができていること。

(1)医療連携体制の構
築

■病床の機能分化・連携の推進

　・医療連携体制推進事業
　　　がんなどの５疾病、救急医療などの５事業ごとの医療連携体制の構築

　・回復期機能病床確保事業
　　　地域医療構想において不足が見込まれる回復期機能病床等への転換を支援
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＜参考＞
活動指標

10病院 ７病院 10病院

指標名
現況

R3年度

目標

指標の説明

他医療機関から紹介された患者に医療を提
供し、また、他医療機関の医師等医療従事者
が診療、研究又は研修を行う体制並びに救急
医療を提供し得る病院として知事が承認した
病院

　・訪問看護ステーション業務改善推進事業
　　　訪問看護ステーションにおける情報整理の効率化を図るためのICT活用の推進

　・訪問看護・医療機関相互研修事業
　　　病院看護師と訪問看護ステーション職員の人材交流、相互研修等による看護スキル向上と
　　　連携強化を支援

　・薬剤師育成確保対策事業
　　　県内の中高生や保護者を対象とした「未来の薬剤師発掘セミナー」を開催するとともに、
　　　中高生を対象とした薬局実習、病院実習、調剤実習を実施

地域医療支援病院数

(4)医薬品、輸血用血
液の安定供給等の確
保

■ジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用促進

　・ジェネリック医薬品使用促進事業
　　　－ジェネリック医薬品使用促進協議会の開催
　　　－ジェネリック医薬品に対するアンケート調査の実施
　　　－公的病院採用ジェネリック医薬品リストの医師会等への提供
　　　－ガイドブック等を活用した講習会等による啓発
　　　－医療関係者向けメーカー視察研修会の開催
　　　－ジェネリック医薬品安心使用促進広告の掲載　等

■献血思想の普及啓発

　・血液自給対策事業
　　　－街頭啓発等による献血思想の高揚
　　　－若年層を対象としたラジオCM等での普及啓発の促進
　　　－医療関係者に対する講演会開催等による血液製剤の適正使用の推進

■GMP違反等の再発防止と信頼性確保の取組

　・【拡】富山のくすり品質・信頼性等確保事業
　　　－法令遵守研修会やＧＭＰ人材育成プログラムの構築検討会を開催
　　　－県薬業連合会が実施する経営層や新入社員向け研修会等の開催支援　等

　・訪問看護職員の確保・定着のための働き方改革推進事業
　　　トライアル雇用

R3
(2021年度)

R8
(2026年度)


